サガケンサン チイルイ ノ ケンキュウ キロク 2 サガケン カシノキバル シツゲンサン チイルイ ノ ケンキュウ キロク by 宮脇, 博巳 et al.
佐賀大学教育学部附属教育実践研究指導センタ一紀要8 192 
佐賀県産地衣類の研究記録（2）本
佐賀県樫原湿原産地衣類の研究記録一一
宮脇博巳＊＊
HIROMI MIYA W AKI. 1992. Notes on lichens in Saga Prefecture ( 2) : Notes on 
lichens in Kashinokibaru Marsh of Saga Prefecture. 
According to the modern system, fourteen lichen species were recorded in Kashino-
kibaru Marsh and its neighboring area, southwester Japan. These are popular species 
in a mountainous area in Kyushu. Eight species were added to the lichen flora of Saga 
Prefecture. 
I. まえがき
樫原湿原（北京章3° 25＇，東経 130° 10＇）は
佐賀県の西北，東松浦郡七山村大字池原字樫原
（かしのきばる）の海抜59lm！こ位置し筑紫
山脈の西半分にあたる脊振山地にある花商岩質
系の湿原である．樫原湿原からは約90種の顕花
植物が報告されていて（岩村ら1974），県内の
好湿性植物の過半数が分布する．たとえば，食
虫植物のモウセンゴケ，イヌタヌキモや氷河期
の遺存植物であるミツガシワ等が生育している．
ヰ寺に， シズイ， ヒメタヌキモ， ミツガシワは
佐賀県では樫原湿原だけで見られる植物である．
佐賀県は，この貴重な樫原湿原を昭和51年に
県自然環境保全地域に指定し保護しようとし
ている．また，当地は佐賀県の自然観察教育の
場としても期待がもたれている．今回は保全地
域内の特別区域8haを調査区域として，宮脇・
城戸 (1991）に引き続いて，佐賀県産地衣類の
記録として地衣類フロラの調査を行なった．
I.樫原湿原産地衣類リスト
学名はEgan(1987）に準拠したが，一部の
種ではその後の研究論文や著者らの意見によっ
て適当と思うものを採用した．和名は吉村
(1974），黒川 (1982), Kurokawa (1991) 
に従った．種名ごとに基物，標本番号を順に記
した．すべての標本の産地は樫原湿原周辺であ
り，海抜は約59lmで、ある．標本番号は宮脇の
個人標本庫の番号であり，引用した標本は佐賀
大学教育学部に納められている．なお，専門用
語に関しては吉村 (1974）を参考とされたい．
1) C/adia aggregata (Sw.) Nyl. 
トゲシノ〈リ
(soil, 9554). 
九州の山地帯でしばLば見られるが（大内
1964），佐賀県からの記録が欠けていた．佐賀
県新産．
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2) Cladonia bacillaris Nyl. 
コナアカミゴケ
(soil, 9262). 
基本葉体は貧弱で裏面先端に荒い粉芽がある．
子柄はほぼ単一，稀に先端近くで分岐する．
九州の山地帯でしばしば見られるが（大内
1964），佐賀県からの記録が欠けていた．佐賀
県新産．
3) C. coniocraea (Floerke) Spreng. 
ヤリノホゴケ
(bark of Pinus densザZarα，9246).
呈色反応KOHで髄層褐色， PDで髄層檀赤
色をそれぞれ示す．本種は C ochrochlorα 
と類似するが，基本葉体の大型の鱗片と子柄基
部以外がアスピリン紛状の細かい粉芽（直径10
μm以下）で覆われる点で区別できる．また，
本種は土壌より樹木の基部の樹皮により多く着
生する傾向がある．
4) C. scabriuscula (Del. ex Duby) 
Leight. ササクレマタゴケ
(soil十moss,9555). 
九州の各山地でかなり多産するが（大内
1964），佐賀県からの記録が欠けていた．佐賀
県新産．
5) C. squamosa (Scop.) Hoffm. 
ウロコノ、ナゴケ
(bark of Pinus densザZarα， 9552).
本種の形態は変異が多いが，採集された標本
は透明な子柄を頼粒状の皮層が所々おおう形態
であった．
九州の山地帯で見られるが（大内 1964), 
佐賀県からの記録が欠けていた．佐賀県新産．
6) Coccotrema porinopsis (Nyl.) lmsh. 
ドゲアナッブゴケ
(bark of Pinus densiforα，9250). 
本種は Oshio(1968）によって，佐賀県黒
髪山の岩上，樹上よりすでに報告されている．
7) Menegazzia terebrata (Hoffm.) 
Massa I. センシゴケ
(bark of Pinus densiflonα，9243; 
Cryptomeriαjαponica, 9339). 
8 )Myelochroa aurulenta (Tuck.) Elix & 
Hale コナウチキウメノキゴケ
(bark of Pinus densiflorα，9248). 
本種には髄層が黄色を帯びているものと，白
色のものの両方が知られているが，採集された
標本のものは，裂片先端にある細かな粉芽化し
たパスチュールの下の髄層が少なくとも黄色味
を帯びるものであった．
9) Parmotrema tinctorum (Nyl.) Hale 
ウメノキゴケ
(bark of Cryptomer、iαjαpanicα，9257).
10) Parmelinopsis minarum (Vain.) 
Elix et Hale トゲウメノキゴケ
(bark of Pinus densiflorα，9249). 
本種は日本ではPαrmeliαdissectαNyJ.と
いう学名で親しまれて来たものである．本種は
本州の温帯に広く分布するとされている（吉村
1974）.また， Park(1990）は韓国のマツ属や
モミ属の樹木，そして落葉樹，樹皮上でも本種
は一般的に見られるとしているが，佐賀県では
見落とされていた．佐賀県新産．
11) Rimelia clavulifera (Raes.) Kurok. 
マツゲゴケ
(bark of Pinus densiflorα，9238, 9244 ; 
Cryptomeria jα：panicα，9341, 9258; Quercus 
αcutissimα，9256). 
本種の裂片はとよ状になり，先端は斜上する
傾向がある．
大内(1965）は本種の異名 Pαrmeliρcetratα
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生物1964.九州の地衣植物（Il) . 準．大内Ach.で佐賀県黒髪山と彦岳より報告している．
福岡4: 25 -31. 12) R. reticulata (Taylor) 
1965.九州の地衣植物（II).生物福岡5: 
Taxonomical studies on M. 1968. 
37 -43. 
Oshio 
オオマツゲゴケ
(bark of Cryptomeriαjαpanicα，9342). 
本種の裂片は中央がやや盛り上がり，先端は
ほとんど斜上しない．
Hale & Fletcher 
the family Pertusariaceae of Japan. 
B ser. Hiroshima Univ Sci. Journ 九州の平地底山に広く分布するが（大内
Div. 2, 12 : 81 -163. 1965），佐賀県からの記録が欠けていた．佐賀
flora macrolichen The Park, Y. S. 1990. 県新産．
The Bryologist 93 : 105、of Sou th Korea. 13) Usnea bismo/11山 cu/aZahlbr. 
-160. コフクレサルオガセ
349pp. 原色日本地衣類図鑑．1974. 
保育社．大阪．
庸．吉村(bark of Cryptomeriαjαpanicα，9260; 
Pinus densiflorα，9237). 
本州，九州に広く分布するが（吉村 1974).
佐賀県からの記録が欠けていた．佐賀県新産．
アカヒゲゴケ
(bark of Pinus densiflorα，9547). 
日本に広く分布するが（吉村 1974）.佐賀県
からの記録が欠けていた．佐賀県新産．
14) U. rubicunda Stirt. 
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